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Q イベントに議員がいるのはなぜ？

Q 『決算審査特別委員会』ってなにをするの？

Q 『予算審査特別委員会』ってなにをするの？
A 予算とは、４月から３月までの１年間の収入（歳入）と支出（歳出）の見積もりのことです。
町長が提案し、町議会議員が決定します。
税金などが適切に運用・管理されているか、有効に活用されているかをチェックします。

Q 広報っていつ作っているの？
A 議会広報『大河』は、定例会期中から約２ヶ月を
かけて取材や編集を重ね、出来上がります。
年４冊刊行されます。

町議会議員の仕事は、町民の代表として町政の意思決定に参与し、町政の進め方を決定することです。
また、町民の意見を町政に反映させるための活動を行います。
条例の制定・改正、予算の審議、重要な契約の締結などを審議し、議決を行う定例会は、３月、６月、９月、
12月の年４回開かれます（必要に応じて臨時会も開かれます）。

年間を通して他市町村との連携を図り、視察研修やその受け入れをすることで、町政に関する調査や研究
を絶えず行い、町長や執行部により良いまちづくりのための提言をしています。

A 決算とは、総実績を明らかにすることをいいます。
予算通りに歳入歳出の執行がなされているかをチェックします。

A 町の賑わいの様子を実際に見たり体験をする
ことで、新たな活気の創出を考え、執行部に
提言するためです。
また町民の意見を聞き、住みやすい町にする
ためにはどうしたらいいかを学びます。

千代田町議会にはいろいろな委員会があり、それぞれの所管に関する事項を取り扱う
『総務産業常任委員会』『文教民生常任委員会』という２つの常任委員会のほか、
『議会運営委員会（議会の開催や諸般の物事を決定する）』
『議会改革推進特別委員会（議会改革及び議会の活性化を推進する）』
『議会広報編集委員会（本町議会の審議の状況を周知するための広報紙『大河』を
発行する）』などがあります。

子育て家族が情報交換できる場所や、
安心して遊べる施設を望みます。
キッズピアあしかが＊の様な全天候型
の遊び場があるといいと思います。
＊足利市にある、屋内子ども遊び場。

議会広報「大河」でも、子どもたちの話題や、
教育系の話を多く取り扱って欲しいです。
助成金で受けられる検定の種類を増やして、
たくさん挑戦できるようにして欲しいです。

令和７年度予算で、総合保健福祉センターに災害用発
電機が設置されることになってよかったです。
実際に災害現場を見た経験から、自主防災組織をより
活発にする必要があると感じます。
災害に強い町づくりを目指してください。

公園やKAKINUMAアクアのスペースを利用した
りして、フラフェスや文化系のイベントをより多
く実施してくれたら嬉しいです。
フリーマーケットの開催もいいと思います。

広報紙の取材・編集

広報紙の取材・編集

広報紙の取材・編集

広
報
紙
の
取
材・編集

予算審査特別委員会

決算審査特別委員会

3月

４月

６月

７月

10月

12月

１月

２月

８月

千代田中学校卒業式
西小学校卒業式
東小学校卒業式
桜まつり

町づくり町民集会
及び人権講演会

一般野球大会
千代田の祭 川せがき

千代田町レガッタ大会

町民体育祭
ふれあい福祉フェスティバル
防災訓練（隔年）

町功労者表彰式及び金婚のお祝い
戦没者追悼式
千代田町文化祭
産業祭

千代田町社会福祉大会

消防隊出初式
二十歳の集い
ちよだ利根川おもてなしマラソン

千代田中学校入学式
西小学校入学式
東小学校入学式

9月
町の木　もくせい

千代田消防団
ポンプ操法競技大会（隔年）

視察研修

５月

11月

議員の仕事
～主な仕事をご紹介します～
Q＆AQ＆A

議員の仕事

植
うえ

田
だ

 翔
しょう

太
た

さん
（上中森６区）

川
かわ

嵜
さき

 長
ちょう

作
さく

さん
（赤岩３区）
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Q イベントに議員がいるのはなぜ？

Q 『決算審査特別委員会』ってなにをするの？

Q 『予算審査特別委員会』ってなにをするの？
A 予算とは、４月から３月までの１年間の収入（歳入）と支出（歳出）の見積もりのことです。
町長が提案し、町議会議員が決定します。
税金などが適切に運用・管理されているか、有効に活用されているかをチェックします。

Q 広報っていつ作っているの？
A 議会広報『大河』は、定例会期中から約２ヶ月を
かけて取材や編集を重ね、出来上がります。
年４冊刊行されます。

町議会議員の仕事は、町民の代表として町政の意思決定に参与し、町政の進め方を決定することです。
また、町民の意見を町政に反映させるための活動を行います。
条例の制定・改正、予算の審議、重要な契約の締結などを審議し、議決を行う定例会は、３月、６月、９月、
12月の年４回開かれます（必要に応じて臨時会も開かれます）。

年間を通して他市町村との連携を図り、視察研修やその受け入れをすることで、町政に関する調査や研究
を絶えず行い、町長や執行部により良いまちづくりのための提言をしています。

A 決算とは、総実績を明らかにすることをいいます。
予算通りに歳入歳出の執行がなされているかをチェックします。

A 町の賑わいの様子を実際に見たり体験をする
ことで、新たな活気の創出を考え、執行部に
提言するためです。
また町民の意見を聞き、住みやすい町にする
ためにはどうしたらいいかを学びます。

千代田町議会にはいろいろな委員会があり、それぞれの所管に関する事項を取り扱う
『総務産業常任委員会』『文教民生常任委員会』という２つの常任委員会のほか、
『議会運営委員会（議会の開催や諸般の物事を決定する）』
『議会改革推進特別委員会（議会改革及び議会の活性化を推進する）』
『議会広報編集委員会（本町議会の審議の状況を周知するための広報紙『大河』を
発行する）』などがあります。

子育て家族が情報交換できる場所や、
安心して遊べる施設を望みます。
キッズピアあしかが＊の様な全天候型
の遊び場があるといいと思います。
＊足利市にある、屋内子ども遊び場。

議会広報「大河」でも、子どもたちの話題や、
教育系の話を多く取り扱って欲しいです。
助成金で受けられる検定の種類を増やして、
たくさん挑戦できるようにして欲しいです。

令和７年度予算で、総合保健福祉センターに災害用発
電機が設置されることになってよかったです。
実際に災害現場を見た経験から、自主防災組織をより
活発にする必要があると感じます。
災害に強い町づくりを目指してください。

公園やKAKINUMAアクアのスペースを利用した
りして、フラフェスや文化系のイベントをより多
く実施してくれたら嬉しいです。
フリーマーケットの開催もいいと思います。

広報紙の取材・編集

広報紙の取材・編集

広報紙の取材・編集

広
報
紙
の
取
材・編集

予算審査特別委員会

決算審査特別委員会

3月

４月

６月

７月

10月

12月

１月

２月

８月

千代田中学校卒業式
西小学校卒業式
東小学校卒業式
桜まつり

町づくり町民集会
及び人権講演会

一般野球大会
千代田の祭 川せがき

千代田町レガッタ大会

町民体育祭
ふれあい福祉フェスティバル
防災訓練（隔年）

町功労者表彰式及び金婚のお祝い
戦没者追悼式
千代田町文化祭
産業祭

千代田町社会福祉大会

消防隊出初式
二十歳の集い
ちよだ利根川おもてなしマラソン

千代田中学校入学式
西小学校入学式
東小学校入学式

9月
町の木　もくせい

千代田消防団
ポンプ操法競技大会（隔年）

視察研修

５月

11月

議員の仕事
～主な仕事をご紹介します～
Q＆AQ＆A

議員の仕事

飯
いい

塚
づか

 洋
よう

子
こ

さん
（鍋谷10区）

川
かわ

島
しま

 萌
も

々
も

華
か

さん、久
ひさ

恵
え

さん
（瀬戸井４区）
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令和７年
６月定例会
６２ ６６

（５日間）

　令和７年第２回議会定例会が、
６月２日から６日までの５日間の
会期で開かれ、承認、条例の改正、
令和７年度一般会計補正予算等が
上程され、慎重に審議を行いまし
た。（P.４）また、５名の議員が一
般質問に立ち、町の考えについて
質問しました。（P.５－７）

本　会　議
２日　一般質問
３日・６日　議案審議他

常任委員会
４日　文教民生・総務産業

審議議案と議員の賛否（第２回定例会）

問
東
こ
ど
も
園
の
職
員

が
昨
年
よ
り
２
名
減
と

な
っ
て
い
る
が
運
営
に
支

障
は
な
い
の
か
。

答
年
度
末
に
保
育
士
の

意
向
を
確
認
し
総
合
的
に

配
置
し
て
い
ま
す
。
予
算

的
な
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、

適
正
配
置
に
努
め
て
い
ま

す
。

問
街
路
樹
管
理
手
数
料

１
０
０
万
円
は
。

答
歩
道
や
信
号
機
・
道

路
標
識
等
、
通
行
を
妨
げ

る
よ
う
な
街
路
樹
に
対
し
、

早
急
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
準
備
し
ま
す
。

主
な
質
疑

よ
り
良
い
環
境
で

教
育
・
保
育
を

道
路
景
観
・
安
全
性

の
確
保
へ

上程された議案・概要・結果
畑
中
弘
司

茂
木
琴
絵

金
子
浩
二

橋
本
博
之

原
口　
剛

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

柿
沼

己

森　
雅
哉

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項
◇千代田町税条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改正する政令及び地方税法施行規則等の
一部を改正する省令が公布されることに伴い、町税条例において所要の改正を行うもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認
（10:0）

◇千代田町都市計画税条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改正する政令及び地方税法施行規則等の
一部を改正する省令が公布されることに伴い、町都市計画税条例において所要の改正を行うもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認
（10:0）

◇千代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
地方税法を基に地方税法施行令が改正されることに伴い、町国民健康保険税条例において所要の改正を
行うもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認
（10:0）

◇令和７年度千代田町一般会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算の総額に4,868万１千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ88億4,868
万１千円とするもの。物価高騰対策給付金に係る施策として、令和６年度に行った定額減税調整給付事
業の不足額を給付するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認
（10:0）

条例改正
◇�千代田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び千代田町指定地域

密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例

栄養士法の改正により、栄養士免許を取得せずとも管理栄養士となることが可能となったことを受け、
厚生労働省関係省令の改正に準じて、所要の改正を行うもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

補正予算
◇令和７年度千代田町一般会計補正予算（第２号）
既定の歳入歳出予算の総額に4,728万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ88億9,596万１千円と
するもの。歳入では、県補助金の追加、土地の売却費の追加、基金繰入金の減額を行い、歳出では、人事
異動に伴う人件費の増減や、土地の売却に係る整備費及び一括償還に係る公債費、赤岩新福寺線・延伸道
路開通感謝式費用や公園整備費、コスメ・ニスト千代田町プラザ駐車場用地整備費などを追加するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

◇令和７年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算の総額から157万７千円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ11億294万９千
円とするもの。高額療養費制度低所得Ⅰ区分基準見直しに伴うシステム改修に要する経費及び人事異動
等に伴う職員人件費の変更が必要になったことから補正するもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
（10:0）

人　事
◇千代田町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
再任：川島政好氏（瀬戸井４区在住）　任期３年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

（10:0）
◇千代田町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
新任：田村英夫氏（舞木14区在住）　任期３年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

（10:0）
◇千代田町固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて
新任：大谷英希（税務会計課長） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

（10:0）
◇千代田町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
再任：田島育子氏（上五箇５区在住）　任期３年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

（10:0）
※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対、欠は欠席）

繁茂した街路樹

元気に遊ぶ園児
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問　
都
市
計
画
道
路
開
通
に
伴

い
所
見
は
。

町
長　
開
通
に
至
る
ま
で
約
20

年
の
期
間
を
要
し
ま
し
た
。
ま

ち
づ
く
り
と
は
、
町
民
を
は
じ

め
と
す
る
皆
様
の
利
便
性
の
向

上
と
考
え
、
町
長
就
任
後
す
ぐ

に
国
へ
要
望
を
行
い
、
補
助
金

の
復
活
を
実
現
し
、
職
員
と
懸

命
に
進
め
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
改
め
て
本
事
業
に
対
し

ご
理
解
を
下
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

問　
新
た
な
都
市
計
画
道
路
の

線
形
と
構
成
は
。

建
設
下
水
道
課
長

　
線
形
は
サ
ン
ト
リ
ー
の
北
西

交
差
点
を
起
点
に
役
場
東
側
の

町
道
を
通
り
、
今
年
開
通
と
な

り
ま
し
た
赤
岩
・
新
福
寺
線
ま

で
で
、
延
長
は
１
．81
㎞
で
す
。

道
路
の
構
成
は
片
側
１
車
線
に

両
側
３
．５
ｍ
の
歩
道
を
つ
け
、

全
幅
17
ｍ
の
道
路
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

問　
今
後
の
計
画
は
。

建
設
下
水
道
課
長

　
赤
岩
・
新
福
寺
線
か
ら
役
場

の
北
西
交
差
点
ま
で
の
約
５
２

０
ｍ
の
区
間
に
つ
い
て
、
お
お

む
ね
７
年
間
の
事
業
期
間
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
近

い
う
ち
に
地
元
説
明
会
を
行
い
、

道
路
用
地
を
確
定
し
た
う
え
で
、

対
象
者
の
方
々
と
個
別
に
交
渉

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

都市計画道路とまちづくりとは
【 町長 】生活を支え利便性を高める事業です

畑中 弘司 議員 HATANAKA KOJI

５名の議員が登壇５名の議員が登壇

橋
は し

本
も と

　和
か ず

之
ゆ き

 議員� P.６
①�SDGsに基づく今後の投資と今までの実績について

大
お お

澤
さ わ

　成
な る

樹
き

 議員� P.７
①チャレンジ手帳の活用について

橋
は し

本
も と

　博
ひ ろ

之
ゆ き

 議員� P.７
①子どもの健康と健診の拡充について

金
か ね

子
こ

　浩
こ う

二
じ

 議員� P.６
①地域役員の在り方について
②医療機関の誘致について

畑
は た

中
な か

　弘
こ う

司
じ

 議員� P.５
①道路計画について
②町の活性化と賑わいについて

新たな都市計画道路予定地

つぶや
き

道路環境を整備する事でより
利便性が向上します。

SDGs（エスディージーズ）とは、地球で暮らし
続けていくために達成すべき17の目標
本町では、第六次総合計画にこれらの考えを取込みながら、
SDGsの達成に貢献できるよう取組んでいます。
本町議会でも、これらを取入れ、各議員の一般質問に関連す
るロゴを掲載しています。

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい 一般質問とは議員一人の持ち時間が決めら

れており、（千代田町は答弁も含め40分以
内）その中で、町長や町行政機関の長に対し、
町の施策や、考え、報告、説明を求め、または、
質疑をすることです。ここでは、各議員１項目
についてダイジェスト版でお知らせします。

WEBで議会を見よう！
会議録にて全文を見るこ
とができます。
注）�公開までには一定の期間を要

します。
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問　
現
状
の
医
療
機
関
に
つ
い

て
、
立
地
状
況
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長

　
本
町
に
限
ら
ず
、
多
く
の
地

域
に
お
い
て
医
師
不
足
、
医
療

機
関
や
医
療
従
事
者
の
偏
在
は

大
き
な
問
題
で
す
。

　
住
民
が
必
要
と
す
る
医
療
を

身
近
で
受
け
ら
れ
る
体
制
の
充

実
や
、
地
域
全
体
の
医
療
水
準

向
上
が
課
題
で
す
。

問　
誘
致
策
や
制
度
設
計
の
考

え
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
地
域
医
療
の
質
を
さ
ら
に
高

め
る
た
め
に
、
医
療
従
事
者
の

確
保
や
助
成
制
度
の
充
実
な
ど
、

様
々
な
視
点
か
ら
、
調
査
・
研

究
を
進
め
、
開
業
支
援
施
策
を

検
討
し
ま
す
。

問　
今
後
、
誘
致
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
町
の
方
針
は
。

町
長　
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
把
握
し
、
県
な
ど
の
関
係

機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
対
応

を
進
め
ま
す
。

　
誰
も
が
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
、
住
民
の
不
安
を
軽

減
す
る
た
め
、
地
域
医
療
の
強

化
に
取
り
組
む
方
策
で
す
。

９億円の投資計画は
【 町長 】キャンプ場を中心に整備予定です

金子 浩二 議員 KANEKO KOJI

橋本 和之 議員 HASHIMOTO KAZUYUKI

問　
第
一
三
共
な
か
さ
と
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
は
９
億
円
の
大
型

投
資
で
あ
り
、
今
後
の
本
町
に

お
け
る
一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

な
り
そ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

計
画
で
進
め
て
い
く
予
定
か
。

町
長　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
核
と
し
て
、

物
販
・
飲
食
施
設
や
全
天
候
型

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
、
移
動
式

サ
ウ
ナ
な
ど
を
配
置
し
、
河
川

敷
は
水
辺
を
生
か
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
と
し
て

整
備
す
る
予
定
で
す
。

問　
小
中
一
貫
校
の
建
設
後
に

他
に
は
な
い
特
色
あ
る
学
校
運

営
を
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長　
「
こ
ど
も
園
の
年
少

か
ら
中
学
校
ま
で
の
12
年
間
を

つ
な
ぐ
」「
学
校
と
地
域
を
つ

な
ぐ
」「
世
界
と
つ
な
ぐ
」「
外

部
施
設
と
つ
な
ぐ
」
と
い
う
４

つ
の
「
つ
な
ぐ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
を

実
現
す
る
た
め
に
特
色
あ
る
教

育
を
探
求
し
て
い
き
ま
す
。

医療機関の誘致は
【 町長 】�地域医療の強化に取り組みます

医療の充実で安心をサポート

更なる観光地化が進む、第一三共なかさと公園

つぶや
き

つぶやき

第一三共なかさと公園と新設される
小中一貫校が、末永く地域に愛され
る施設になりますように。

将来を見据え、医療機関は欠かせま
せん。
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※ デジタルバッジ
学習者が特定のスキルや知識、達成した成果を視
覚的に証明するデジタル形式の証明書のこと。

問　
５
歳
児
健
診
時
に
、
就
学

時
健
診
と
同
様
の
検
査
が
適
用

さ
れ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長

　
ほ
ぼ
同
様
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
更
に
、
健
診
後
の
体
制
と

し
て
、
幼
児
相
談
や
こ
と
ば
の

教
室
な
ど
、
就
学
に
備
え
て
切

れ
目
の
な
い
相
談
支
援
の
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
。

問　
平
成
25
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
る
難
聴
児
補
聴
器
購

入
等
補
助
金
の
申
請
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
今
年
度
に
、
補
聴
器
購
入
に

つ
い
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
に
て
補
助
金
を
計
上

し
ま
し
た
。
今
後
は
当
初
予
算

に
計
上
し
、
難
聴
児
の
健
全
な

発
達
の
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

問　
未
成
年
の
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
と
し
て
、
血
液
検
査
を

実
施
す
る
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
乳

幼
児
健
診
の
場
で
、
生
活
習
慣

病
予
防
に
関
す
る
保
健
指
導
及

び
食
事
指
導
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
小
児
期
よ
り
「
よ
い
生
活

習
慣
」
を
積
極
的
に
周
知
・
啓

発
し
て
い
き
ま
す
。

中学生に導入するねらいは
【 教育長 】キャリア・パスポートとの連携です

橋本 博之 議員 HASHIMOTO HIROYUKI

大澤 成樹 議員 OSAWA NARUKI

問　
チ
ャ
レ
ン
ジ
手
帳
導
入
の

経
緯
は
。

教
育
長　
子
ど
も
た
ち
に
、
遊

び
や
体
験
の
中
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
る
と
同
時
に
、
行

政
・
各
種
団
体
・
住
民
と
の
連

携
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
横

の
つ
な
が
り
が
重
要
と
考
え
、

誕
生
し
ま
し
た
。

問　
中
学
生
に
導
入
す
る
こ
と

の
意
義
や
ね
ら
い
は
。

教
育
長　
手
帳
の
記
録
を
既
存

の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
の

向
上
、
先
を
見
据
え
た
職
業
観

の
育
成
な
ど
へ
、
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

具
体
的
な
運
用
方
法
は
。

教
育
長　
賞
や
資
格
・
体
験
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

こ
と
な
ど
で
、
生
徒
は
体
験
し

た
項
目
に
そ
の
内
容
を
記
入
し
、

自
己
評
価
を
行
い
ま
す
。

問　
デ※

ジ
タ
ル
バ
ッ
ジ
の
導
入

は
。

教
育
長　
今
年
度
末
に
内
容
を

検
証
し
、
導
入
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

難聴児補聴器購入等補助金は
【 保健福祉課長 】�補正予算にて計上しました

健康を守る拠点、総合保健福祉センター

活用されているチャレンジ手帳

つぶや
き

つぶやき

チャレンジ手帳
キャリア・パスポート

成長していく子どもたちを家庭・地
域・学校で見守り、応援していきま
しょう。

子どもが健やかに育つ環境を
保護者と共に整えることが重要。
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質疑

質疑

質疑

意見
交換626名です

防犯対策補助金を
活用してください

予算を増額して実施
する予定です

公式LINEの登録状況は

増加傾向にある空き巣対策は

有事に備え、総合保健福
祉センターの他、町内公
共施設で最大避難者数を
想定し、備蓄品の確保に
努めています。

議　員　登録者を増やすための取り組みは。
執行部　町広報や産業祭でブース出展し、登録

案内を行いました。１年目の目標1000
人へ向けて今後も周知していきます。

議　員　災害時、各避難所への誘導は。
執行部　避難所として、KAKINUMAアリーナ、

コスメ・ニスト千代田町プラザ、総合
保健福祉センターの３ヶ所を開設し、
その後、小中学校も開設していきます。

議　員　賞味期限が短い備蓄品の対応は。
執行部　フードバンクへ提供する他、学校給食

でも活用しています。

議　員　防犯対策補助金の年齢要件を緩和でき
ないか。

執行部　財源のことも含め、議論しながら対応
します。

町民幸福度！町民幸福度！
向上へ向上へ

総務産業常任委員会 総務課・総合政策課・産業振興課・建設下水道課・都市整備課

委員会では、６月４日に町と「災害対策につい
て（管内視察を終えて）」の意見交換や、本会
議以外であった出来事の報告について、協議し
ました。

備蓄品の現状は

高齢者を狙った訪問詐欺や重要犯罪が増加してい
ることから、町民の安全を守るため防犯設備の導
入を支援します。

4,927名分の確保に
努めています

川せがきの特別協賛花火は

議　員　県道足利千代田線を歩行者天国にでき
ないか。

執行部　大泉警察と協議しましたが、今年度は
認められませんでした。

本年度も、僧侶の読経と灯ろう流しを中心に、舞台
芸能・民踊流し・打上花火などの催しが行われます。

詳しくはこちら

７月７日、
リニューアル
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　令和６年度、通学路を中心に58台の防犯カメラを設置（１台は河川監視カメラ）したが、どのように
運用されているのか。また災害時用備蓄品は町の人口に対して適切な量が確保されているのか。

委員会の視点

研修内容

　カメラに関しては将来的にAIを駆使したより高度なシステムでの運用を求められる事が予想されます。
また現在は通学路を優先して設置されていますが、その範囲を広げる事も費用対効果を考えながら検討
する必要があります。備蓄品に関しては地震を想定した備蓄量となっており、大規模水害時にその想定
内で収まるかは検証が必要です。町民それぞれの自助が基本であり、平時から各家庭で必要量の備蓄を
お願いします。

　カメラに関しては子どもの登下校はもちろん、交通事故や空き巣などの犯罪に対しても有効であり、
水害時の冠水確認にも威力を発揮出来る。災害時用備蓄品に関しては町内４か所に食料や携帯トイレ、
簡易ベッドなどを備蓄していることが確認できた。

防犯カメラの運用・災害時用備蓄品の設置状況を確認する

▪令和７年５月26日　　▪役場庁舎・西小北防災倉庫

58台のカメラで町民を見守る

本町の課題

管 内
視 察

１人当たり３日分の備蓄品 町内の安全を危機管理室で監視
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意見
交換質疑

質疑 質疑ALTが特別カリキュラム

学童クラブの長期休みはちよだecoパーク東

英検受験対策に ファミリーサポートセンター事業

中学生の利用希望があり、県内では高校生までを対
象としている自治体もあることから、本町も6/1よ
り高校生までを対象に引き上げました。ALTが特別カリキュラムで英検対策にも活躍して

います。

議　員　学童クラブの長期休み対応は。
執行部　夏休みは２～３倍に利用者が増えます

ので、学校の空き教室を借り職員を増
やして対応しています。

議　員　高学年向けに公共施設を子どもの居場
所づくりに活用しては。

執行部　コスメ・ニスト千代田町プラザや図書
館などの活用を前向きに検討します。

議　員　時間延長後の様子は。
執行部　始まって間もないので少ないです。
　　　　今後、積極的に周知します。

議　員　合格率を高めるように取り組んでもら
いたい。

執行部　ALTも英検対策に対応していますし、
千代田未来塾でも取り組んでいます。

議　員　中高生の利用実績、運営時間の変更は
あるか。

執行部　中学生が送迎で週２、３回利用してい
ます。運営時間は今まで通り７時から
22時です。

夏休みは３倍の受入れ火曜・木曜は16時
まで延長

高校生までを対象に

文教民生常任委員会 税務会計課・住民生活課・保健福祉課・教育委員会

委員会では、６月４日に町と「子育て支援につ
いて（管内視察を終えて）」の意見交換や、本
会議以外であった出来事の報告について、協議
しました。

６月より、ecoパーク東の火曜日と木曜日の開所
時間が、９時から16時までとなりました。是非、
ご利用ください。

子育て支援で子育て支援で
地域№1地域№1
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管 内
視 察

　長時間保育、土曜保育、一時預かり事業で希望者が出た場合に速やかに対応が可能か。また、保育士
などの職員を適正に確保し、保護者と連携を取りながら、園児たちが安全で安心して過ごせる環境が整
備されているのか。

委員会の視点

研修内容

　東こども園に看護師が配置できておらず、園児のケアなど現場の運営に不便があり、早急な対応が望
まれます。外国籍や特性のある園児が増えているので、教育委員会だけではなく保健福祉課などと一層
の連携を図り、園児のサポート強化の必要性を感じました。今後も保護者とのコミュニケーションを密
に図り、保護者の困り事や心配事を適切に関係部署と連携しながら解決し、園児の健全な発育のために
行政と協議していきます。

　年間行事計画とデイリープログラムに基づく園の運営状況の確認と園長を含めた職員と意見交換をし
た。お弁当の日や農作業体験などのイベントが行われていることを確認し、ALTによる町独自の英語教
育の様子も見学できた。

こども園の運営状況について学ぶ

▪令和７年５月22日　　▪千代田町立西こども園・東こども園

みーんなで、子どもたちをサポート

本町の課題

みんなで楽しい農作業体験 ALTによる英語教育
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議会を傍聴しませんか？

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

次回の定例会は、９月４日木～９月12日金の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

千
代
田
町
議
会
だ
よ
り

N
o.171

６
月
定
例
会

令
和
７
年
７
月
25日

発
行

発
行
／
千
代
田
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
370-0598　

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町
大
字
赤
岩
1895-1

TEL／
0276-86-2111（

代
）

議会広報編集委員会
委
員
長

金
子　

浩
二

副
委
員
長

橋
本　

博
之

委

員

橋
本　

和
之

委

員

酒
巻　

広
明

委

員

大
澤　

成
樹

委

員

原
口　
　

剛

委

員

茂
木　

琴
絵

委

員

畑
中　

弘
司

今号の表紙  ～イベントでこころを豊かに～
コスメ・ニスト千代田町プラザで行われたロビーコンサートで、イ
ベント参加者や来場者に「議員の仕事」について尋ねました。
世代を超えて楽しそうにダンスを披露している姿が印象的でした。
町では、町民のこころが豊かになるように多くのイベントを企画し
ています。
議会では、様々な形で協力していきます。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは上記二次元バーコードより

発
行
責
任
者

　
　
議　
長�

森　
　

雅
哉

　読んでもらえる議会だより「大
河」を目指して、広報編集委員会
が議会だよりの作成に取組んでい
ます。これからも町民の声を聴き、
大河で届けていきます。町内で議
員のインタ
ビューを見
かけたら、
ご協力よろ
しくお願い
します。

あなたの声で
　　　議会が変わる

あなたの声を
ご意見
ご感想

どんなことでも

本町に移住した方を紹介します。自薦他薦問いません。
ぜひご応募ください。 ▼議会事務局TEL.86－7009

移住・定住
詳しくは
こちら

ちょうどいいね　ちよだぐらし移住した方大募
集

移住して２年

大
おお

塚
つか

 健
けん

人
と

さん（上中森６区）

恵
え

美
み

さん

結
ゆう

都
と

さん（４カ月）

家族構成：夫婦と子ども１人

移住した理由は？
　両方の実家に近く、安心して子育てに取
り組める環境を作りたかったので、鴻巣市
から移住しました。

本町の良いところ、自慢するところ
　緑が多く自然が豊かで住みやすい、ご近
所さんも優しくて親しみやすいです。

こうしたら、もーっと良くなる千代田町
　子どもが大きくなった時に公共交通が少ないのと、歩道が
ないところが多く、道路の安全面が心配です。

移住を考える人に一言
　のどかな環境でのんびりと暮らしたい人にお勧めします。

WELCOME
MY   TOWN
CHI Y ODA
ようこそちよだ  Vol.12

子どもを中心に子どもを中心に
　  考えて　  考えて
　　　千代田町へ　　　千代田町へ
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